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「日本きのこ検索図版」誕生秘話 
 
 

青木 実：インタビューで明らかになったこと 
 

 高橋 博 

 
青木実さんのプロフィールをうかがえる

資料は少ない。日本きのこ同好会が発行した

資料の 1 つである「キノコニュース」No.60

（1970.３.１発行）には、「自己紹介」なる文

章が載っているが、ひょっとするとこれが唯

一かもしれない。 

 2004 年７月から 2005 年２月にかけて５回

ほど、浅井郁夫さんらと青木先生宅へおじゃ

まする機会があり、うち４回分のインタビュ

ーを録音した。このときのナマの語り口を生

かし、子ども時代から「日本きのこ検索図版」

完成の頃までの足取りを簡単に辿ってみたい

と思う。青木さんの記憶が紡ぎ出した肉声以

外に裏付け資料は何もないので、かなりアバ

ウトなプロフィールと受け止めていただきた

い。（以下、敬称略） 

 

人格は継母に強く影響され形成された 

 大正 13年（1924）１月１日、青木実は滋賀

県の城下町・彦根に、男ばかり４人兄弟の末

っ子として生まれた。父は刺繍を生業として

いた。 

 

 「貿易刺繍といってね、刺繍で風景なんか

をね、色の糸でね、額入りの絵をね。いまは

刺繍っていうと、額もあれば着物にする刺繍

もあるけどさ、主として僕の親父がやってた

頃はね、額に風景をつくるわけだ。外国人に

よく売れたそうだ。横浜とかそういうところ

で」 

 

 

 

実を産んですぐに母は亡くなったため、母

の顔を知らない。父はまもなく再婚した。 

 

 「知ってるのは僕をいじめにくる継母です

よ。継母は僕を嫌っていたから、食べること

でいじめられるわけ。お菓子なんか食べてる

と取り上げられるし、食事するときも睨みつ

けられながら食ってた。だから、人といっし

ょに食えないわけですよ。一人になってやっ

と食べられる」 

 

 その頃のトラウマは一生残った。 

 

 「衛生研究所に勤めてたでしょ。たまに出

張があると、みんないっしょに行くわけさ。

するとむこうで、ご飯出してくれるでしょう。

みんなの前で箸もつけないわけにいかないか

ら、仕方なくちょこっとだけ食べるわけ。み

んながそばで食べてるとさ、食べても味が全
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然しないんだ。食べた気がしない。だから、

もういっぺん食べ直ししなきゃならん、あと

から（笑）。それが 80歳になってもまだとれ

ないんだ」 

 

人との付き合い自体を僕は知らない 

 父と後妻の間には女の子が生まれた。実は

10歳ほど年下の妹の子守を押し付けられ、こ

のことがまた、一生続く孤独癖のタネになっ

たようだ。 

 「もともと人付き合いがお好きでない？」

との質問に対し、青木はこう語っている。 

 

 「僕はだいたい人間関係についてはね、よ

くないことが多くてね、ま、僕が悪いことし

たかもしらんけどさ。僕は悪いことされるこ

とはあってもね、いいような思い出ほとんど

ないわけですよ。だから僕は、きのこの専門

家にしても名前を知っているとか会ったこと

があるという程度でね、付き合いなんてほと

んどしてない。それと、だいたい付き合いの

ルールだとかさ、だって付き合ってないから

ルールもあまり知らんわけでしょ。そういう

ことだから人付き合いはほとんどないし、だ

いたい子供のときからね、僕は人付き合いは

しないように育てられたわけ。というのは、

朝から晩まで妹の面倒みるわけ。妹の子守に

自分の人生をとられたわけさ。 

 僕は学校行って勉強も何もできないからさ、

成績も良くないと。中学校入ってね、1 年生

の最初のね、成績は 150人中 143番ですよ。

そしたら次男の兄貴がびっくりしてね、兄貴

たちはみな優等生でしょ。我が家に恥が出来

たと、我が家には偽物が、出来損ないができ

たと。あいつは人間じゃないと。兄貴は子守

なんかしないで勉強するわけでしょ。だから

成績はいいですよ。長男はもちろん成績よか

ったけど病気になったからね。 

 あと次男、三男はね、中学じゃだいたい３

位以内か、優等生でしょ。次男ていうのは一

橋大学出たでしょ。で、三男というのは一橋

大学出て一橋大学の教授になったんだから。

ところが僕になるとね、中学しか行ってない。

だから出来損ないがね、我が家の恥だと。出

来損ないが我が家には一人いると言って、人

間として扱われない。だから同じ親から生ま

れた兄弟といっても兄との関係はほとんどな

いですよ。 

 妹との間は、逆に押しつけられたわけでし

ょ、子守を。で、妹はそれを利用してね、こ

っちにできないことを注文してくるわけだ。

すると、すぐに告げ口するわけだ。そうする

と継母が僕をいじめる。食べ物与えないとか、

いじめてくるわけだよ。そうすると結局僕は

妹からも排除されるし、兄貴からも排除され

ると。だから家庭内に人間関係がない。だか

ら小学校行ってるときから友だちと遊ぶなん

てことしたことがないんですよ。させないん

だから。家帰ったら子守とか家の仕事に使わ

れるわけでしょ。それで、だから人と付き合

ったことないから、人との付き合いそのもの

を僕は知らないんですね」 

 

長兄がキノコの世界に導いた 

 脊椎カリエスで療養していた長男だけは、

実を可愛がった。きのこに興味を持つきっか

けを与えてくれたのも長男だった。 

 

 「長男の病気がだんだん悪くなって、家で

は面倒みれなくなってね、長野県の富士見高

原に病院があってね、そこへ、富士見高原に

家を建てて、そして付き添いのおばさんを雇

って、そこで寝たきりでね、ずっといたわけ

ですよ。僕らがときどき遊びに行くのはね、

中学生の時、行ったのはそこなんだ。諏訪湖

の近くでね。そこできのこにぶつかったとい

うのはね、村の連中が秋になるとぞろぞろき

のこ狩りに行くわけだ。そしてね、兄貴は寝

てるけれどもね、いろんな知識を得ようとす

るわけ。きのこについても、僕らにきのこの 
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本を買っておいてくれたわけだ。自分も見る

でしょ。その当時「応用菌蕈学」っていう本

があったんですよ。こんな厚い、きのこはほ

んの一部だけどね。それと今関さんのこんな

小さいやつがあったんだ。それを兄貴と僕は

よく見てたんだ。そして、村の人が採ってく

るでしょ。付き添いのおばさんも採ってくる

でしょ。それを家の縁側に並べて干してあっ

た。で、兄貴も自分は動けないんだけどさ、

図鑑なんか見て、２人でいっしょに調べてる

わけだ。それが最初だね」 

 

 ただし、中学１～２年の頃はきのこよりも

園芸に対する関心が強かったようで、知人か

らもらった１本のヒモサボテンをきっかけに、

サボテン栽培に熱中した。が、あるとき継母

に全部捨てられてしまったという。 

 

 「カボチャを育てたときも母親の憎しみを

かった。知らん顔して下駄履いて、カボチャ

の実の受精したとこ踏みつぶしていく。こり

ゃ家の中は何やっても全部やられると。それ

で中学３～５年の頃は野草観察のほうへいっ

た。野草は理科の先生が採集会やるわけです

よ」 

 

戦中に日本共産党に入党 

 学校嫌いの青木少年であったが、野草観察

の課外授業だけは楽しかったようである。 

 中学を卒業して１～２年はきのこ採集をす

るが中断。太平洋戦争が終盤に近づきつつあ

った時代で、きのこ研究どころではなかった

のだろう。 

 長兄の持っていたマルクス主義関係の書籍

を読み、傾倒していたようだ。兵隊検査を受

けた 20歳前後の頃、徴兵を逃れて上京する。 

 上京してまもなく終戦となり、園芸の趣味

を生かして種苗会社に就職しようとするが、

「出征した社員たちが復員して職場に戻って

くるので、雇う余裕がない」と不採用に。や

むなく私鉄に就職して鉄道員（改札係）にな

る。また、この頃共産党に入党する。 

 

 「政党に入ったというのもただ偶然に入っ

たんじゃなくてね。なぜ入ったかというと、

命が懸かったわけですよ。終戦間際でね、兵

隊検査に行ったらね、合格したらすぐ出なき

ゃならない。で、戦場は南の島です。戦場に

行く前にみなやられてしまう、海でね。だか

ら僕も出征したら死んでいたと思うよ。だか

ら、命が助かったということがあったからね。

そのときの共産党、軍国政府と敵対していた

から、兵隊に行くなと、戦争に行くなと。こ

っちはそれにしたがってやったら命が助かっ

たと。そんなら僕の生きてるのはそのおかげ

だと。そんならもう少し党のためにやらなき

ゃいけないと。 

 ちょうどその頃中国も変わってね、新しい

政府ができたわけですよね。そういうことか

ら日本もね、これは社会が変わらないと自分

の能力を生かすようなことはできないんだと。

若いときには単純率直に考えてしまうんだけ

どさ。それじゃきのこやるためにはね、その

前に国を変えなきゃいけないと思ってたわけ

だ。で、国を変えたらきのこをやれると。若

かったから単純に考えた」 

 

 しかし、実際にきのこ研究を始めるまで 10



 

千葉菌類談話会通信 24 号 / 2008 年 3 月 45 

年以上の歳月を無駄に費やすことになる。 

 東京・五反田駅の鉄道員を５年ほど務めた

後、共産党系の生活協同組合の売店で住み込

み店員を 10年ほど続けるが、その間、党員と

のトラブルもあって次第に共産党に嫌気がさ

す。 

 

党の紹介で子連れ未亡人と「強制結婚」 

 結婚したのは共産党を離党する直前だった。

しかしこれは青木の言葉によれば「強制結婚」

だったという。 

 

 「共産党員が彼女を連れてきたわけだよ。

彼女がね、有名な大学だけどさ、そこの売店

に勤めてて、そこから結婚の紹介としてきた

わけだ。僕は結婚するともしないとも言って

ないわけだ。言ってないのにもう乗り込んで

きたわけですよ。荷物積んでね、もう引っ越

してきましたと。子供連れてね。もうしょう

がないから、結婚するからと。まあ半分強制

でしたね。 

 結婚そのものには最初から何も希望は持っ

てないですよ。男女だとかね、結婚だとかね、

なにもないですよ、僕にとってはね。夫婦だ

けじゃなく家族でも同じこと、人間関係がな

いんだから」 

 

臨時の作業補助員として衛生研究所に就職 

 子連れ未亡人と結婚した青木は、離党後ま

もなく生協店員の職を解雇され、再び職探し

を始めなければならなかった。 

 

 「そして職安に行ったら、たまたま衛生研

究所の環境衛生部から１人だけ募集が来てい

たわけ。そのときすでに関心がきのこのほう

にいってるわけ。顕微鏡とかカメラとか、き

のこ研究に必要なものはすでに集めていた。

だから職を決めるときにね、何でもいい、給

料も安くていいと。ただ、その当時はね、公

務員以外の一般の会社では休日が１か月に

 
 

２日しかないんですよ。日曜はあっても全部

の日曜が休みになるわけじゃない。だからね、

月４回休めればいいと。公務員ならどこでも

いいと。衛生研究所の募集を見て、もう僕は

「これでいい」と。僕以外に応募が誰も来な

かったんだ。月給が 170円で安かったんだ。

当時は最低でもニコヨンといってね、240 円

です。170 円というのは最低よりもまだ下で

しょ。しかも臨時。なんでそんな安いかとい

うと、環境衛生部の作業員を募集してるんだ

が、作業員でも 240円だが、それより下の作

業補助員という名前付けてた。まず採って様

子見てというとこあるでしょう。で、結局作

業補助員で入ったわけだ。環境衛生部、僕以

外はみんなふつうの技師。大学出た連中です

けど。作業員というのは１つの部署で１人か

２人いるだけなんだよ。もう１人は動物飼育

だ。僕は雑役、物品の整理だとか、出張する

ときは集めて整理して持ってかなきゃならな

いんだね。僕は技師を手伝うだけ。ふつうは

雑役だけする。ところが僕は書くことができ

るわけだ。共産党でガリ切りしたり、書くこ

とは慣れてたから。環境衛生部でも請求書を

書かなきゃならんでしょ、事務やらにゃなら

んでしょ。こりゃ重宝だと。技師が試験と同

時に、試験の成績ださにゃならん。それを僕

にやってもらってたんだから。だから本採用

になったんだけどさ」 
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出勤前にキノコの研究－ヒトヨタケに出会う 

 昭和 35年（1960）、東京都の衛生研究所に

勤めるようになってから、青木のきのこ研究

がやっと本格化した。 

 

 「衛研に出勤するには朝の７時には家を出

なければならなかった。帰ってくるのが夜の

７時。だから、夜の７時から朝の７時までだ

ったら毎日きのこ研究ができると、こういう

ことを発見したわけですよ。夜は採集はでき

ない、やっても能率が上がらない。で、夜明

けだったら昼間と変わらないくらい採集でき

るということになってね、４時頃かな、夜明

けにもう採集に行くわけですよ。そうすると

ね、いままで考えていなかった世界が現れた。

きのこの中でヒトヨタケ属というのがあるん

ですよ。ところが、ヒトヨタケ属の多くのき

のこは発生する時間が夜明けしかないわけ。

昼間は、大きい一部のヒトヨタケは溶けきれ

ずに残っている。しかし、多くは７時頃には

もうなくなってる。昼間行ったって何にもな

い。ところが夜明けに行けば大群落になって

るわけ。そういうことを発見した。それでね、

なぜヒトヨタケ中心に研究するようになった

かというとね、朝行くでしょう、すると結局

ヒトヨタケに集中してしまうわけだ。ふつう

の種類はね、夜まで冷蔵庫入れておいてね、

夜帰ったら検鏡すればすむ。ところがヒトヨ

タケは朝のうちに処理しなけりゃだめなの。

７時までに。そしたら、採集に行くのに１時

間くらいかかるでしょう。そのあとだから、

５時から７時、その間に図版にあること全部

やらなきゃいかん。 

 それをどうしてするかというと、生態図は、

これは描かなきゃだめなわけだ、夜になった

ら溶けてるから。そのあと検鏡図だ。顕微鏡

写真撮ってたというのはね、顕微鏡写真をも

とに図を作れば、顕微鏡写真は速く撮れて、

しかもそれを図にするのはいつでもいいと。

暇なときにね。そこで、短時間に全部撮っち

 

 

ゃうわけだ。そのときに写真撮るだけじゃだ

めでね、観察しながらね、写真撮ったものを

解説ができるように特徴を書いておく。それ

は最後には捨てるんだけどさ。実際まとめて

しまえば要らないんだから。そこまではとっ

ておかなかった。千葉へ送るときは顕微鏡写

真のフィルムだけは、あとからでも、例えば

青木が作った図版はインチキだと言われたと

きのためにね、どの図でも必ず写真があるん

だから、証拠になるんだからいちおうとっと

いた。でも、僕の顕微鏡写真というのはそれ

が目的なので、きれいである必要はなかった」 

 

専門家には相手にされていないと感じていた 

 写真の引伸機を使った検鏡図の書き方、ヒ

トヨタケを観察するために栽培をよく行った

ことなど、研究法についての話は尽きないの

だが、長くなるのですべて割愛する。 

 さて、衛生研究所の目と鼻の先には、まっ

たくの偶然だが、国立科学博物館の新宿分館

があり、そこに土居祥兌氏が勤務していた。 

 

 「一般の人が土居さんのところにいろいろ

きのこを持ってくるわけだよ。すると土居さ

ん、困るからね、『青木という男が隣にいるか

ら持っていきな』と。土居さんの前が大谷（吉

雄）さんだったかな、大谷さんもよくこっち

に寄こしましたね。僕は環境衛生部だから、
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きのこの鑑定なんていうまったく関係ないこ

とをしなきゃならなくなった。きのこの食毒

の関係では食品部からも僕のほうへ来るわけ

ですよ。だから、来てもね、すぐにできない

から待ってくれというかっこうにしてたんで

すよ」 

 

 大谷氏や土居氏との出会いがきっかけなの

かどうか、その点は聞き漏らしていて定かで

ないが、この頃に青木は日本菌学会に入会し

ている。しかし、長くは続かなかった。 

 

 「菌学会ができて何年かして入会したんだ

けど、アマチュアなんか最初から削除だよ。

レベルが低いと言って相手にしないし、レベ

ルが高くなると邪魔になってくる。向こうか

ら隠れて顔を合わさない。 

 本郷（次雄）さんとこ初めて行ったときも

ね、『ここには資料は何もありませんから。文

献類は一切ありませんから』と言ってね、何

にも。僕は何か見せてくれるかと思ってたけ

ど、そういうことは最初からない。 

 専門家には最初から相手にされてない。レ

ベルが低いってことも事実だけどさ。だから

もう菌学会は行ってもあんまり意味がないと。

ただ、資料はあるけれども、たいした量じゃ

ないからね。それなら僕は途中でね、やめた

ほうがいいと思った。そういう人と付き合っ

てると研究上の意識がね、低下する。こっち

の研究意識がやられてしまうわけですよ。熱

意がなくなってしまう。」 

 

 「僕のきのこ図版がなぜそんなに詳しく書

いてあるかというと、それは純粋性だと思っ

てるわけだ。つまり打算だとかね、出世だと

か名誉だとか、そういうものが入って専門家

ってのはやってるでしょう。そういう意識に

蝕まれると研究意識がなくなってくるんだ。

だからそういう世界からは離れた方がいいと

思ってね。 

 僕が図版で書いてるのはね、きのこと僕の

ね、あいだの問題だから。第三者は入らない。

それが入ってくると書き方がずるくなってく

る。僕が書いているのは僕ときのこのあいだ

の世界だけなんだ。そこへきのこ同好者の誰

とか専門家とか入ってくると、書き方がね、

そんなに書けないです。だから、詳しいこと

でもね、ふつうならそんなこと書くの時間か

かってしょうがないことでも、書けるっての

はね。打算を入れないから書けたわけです」 

 

 菌学会にもあまりいい思い出のない青木だ

が、浜田稔氏や相良直彦氏らは青木を高く評

価していた。青木自身も両氏がアマチュアに

好意的だったことは認めている。しかし、青

木にはそれでも不満だった。 

 

 「浜田さんは表面的にはアマチュアに好意

的なふりをしすぎるね。そこまでアマチュア

のレベルが高くないのに高くとったりね。浜

田さんの次は相良（直彦）さんでしょう。相

良さんも同じ系統なんだな。本郷さんとけし

かけるようにしてね、僕を持ち上げてね。本

郷さんも応援するようなかっこうにしてね。

そのやり方がね、本当に心からやってるんじ

ゃないと。心は案外、アマチュアはだめだと

かね、思いながら持ち上げるんだね」 

 

日本きのこ同好会の結成と青木の「休会」 

 さて、「日本きのこ同好会」は、青木の菌学

会退会と前後して発足した。どっちが前で後

だかわからない。この辺が「アバウト」なゆ

えんである。 

 会発足の発起人はもちろん青木自身である。 

 

 「菌学会の名簿見て、きのこやってそうな

人を拾ってね、そこに手紙やってさ、『同好会

作りますから、参加してもらえますか』と参

加者を集めた。30数名だったね。 

 僕がちょっと驚いたっちゅうか、がっかり
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したのはね、同好会に入るっていう人たちは

だいたい理科の先生なんだよ。学校の理科の

先生じゃ、立場上の手段として入ってるっち

ゅうだけで、研究だってそんなにするかどう

かわからない。だから僕はがっかりしたんだ」 

 

 同好会の活動内容についての話もここでは

割愛するが、「なぜ同好会をやめたのか？」と

いう点にはふれておこう。青木はこう語って

いた。 

 

 「同好会に興味がなくなった。雑用ばかり

でね、研究のじゃまになった。しかし、会を

やめるというと、いろんな意見が出てきてね、

やめるかどうかについてまた論議しなきゃな

らないと。しかし、僕はもうやる気がなくな

ってるんだからね。論議して納得させるのが

大変だから、そんなことで都合で休会します

って言った。休会するというのを吉見（昭一）

さんなんかは、疲れて忙しくてできないと受

け取ったんじゃないかと思うんだけど、ちょ

うど吉見さんもその頃定年かなんかで退職し

てたかもしれんね。それで、自分だってでき

るような時になってたわけだろう。だからね、

僕は会の残金を全部吉見さんとこに送ってさ、

吉見さんにあとやってもらおうと思ってね。

だけどそのとき僕は退会すると言ったんです

よ。それでもやるなら吉見さん、やりなさい

と。ただそのとき吉見さんがやると言ったの

は、青木が書いてね、いままでと同じように

出すという。会報だって書く人いないし、図

版だって僕が書くしかやる人いないんだから

ね。会報だって主として僕が書いてたんだか

ら。 

 吉見さんが会長になって発行するかという

と、それだけのあれはなかったと思うよ。吉

見さんも結局やると言ったけれども、僕が疲

れていると思ったんだろうから、雑役だけで

もやろうと思ったんでしょう。ところが僕自

身が退会しますからね、青木が退会しました

ってことを同好会で発表しなきゃならんでし

ょ。そういうの吉見さんとしてもできないで

しょ。結局それで休会ということになった。 

 吉見さん次第でできる可能性もあるから、

僕もね、もうこれで終わりで『ない』とも言

えないからさ、そのあとの図版をどうするか

と僕は考えたんだ。同好会という名前も本当

は・・・しかし若干の可能性もあるから同好

会という名前をとってしまってはまずいと。

だから同好会という名前だけはとらないでそ

のまま付けておくと。しかし、いついつか発

行したというのはなし。日付は入れないこと

にした」 

 

 吉見が預かった同好会の残金７万円弱は、

平成 16年 12月 21日、未亡人によって災害義

援金として寄付された。青木宛に送られてき

た郵便局の受領証には、依頼人名として「日

本きのこ同好会 代 吉見昭一」とある。青

木はその１枚の小さな紙切れを差し出しなが

ら、「また誰かがやるというなら無一文からや

ってもらうしかない。そういうこと。もう何

もないわけだから、さっぱりしていいです」

と語った。どこか懐かしむような、すがすが

しい表情だった。 

 

退職後が一番研究に没頭できた時期だった 

 同好会をやめた青木は、それまで以上の情

熱をもってきのこ研究に打ち込んだ。どこか

に発表するあてがあるわけでもなく、ただひ

たすら研究心のおもむくままに、自らの傍ら

に新たに書き上げた図版を積み上げていく。

彼が繰り返し語った「僕ときのこのあいだの

世界」、つねに新しい発見があるその世界に、

彼は没頭した。 

 

 「僕が定年退職したのが 60 歳。そして 60

歳から 70歳、この時期がいちばん集中できた。

没頭できた。退職したあとの 10年がいちばん

よかったね」 
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図版入り検索表の制作を決意 

 「日本きのこ検索図版」は、青木が最後に

まとめあげた資料である。それまでは毎年検

索表を作り直していたが、70歳に近づいたあ

るとき、ひとつのアイデアがひらめいた。 

 

 「毎年30種も50種も増えていくんだから、

それ全部、検索表の中に入れなきゃいけない

んだ、全部書き直し。それまでは毎年新しく

検索表作ればよかったんだけどさ、70歳近く

なって、この検索表の中にきのこ図版の図を

入れようとなったわけ。図入りの検索表にす

ると便利じゃないかという発想が出てきた。

で、（ヒトヨタケ属の検索図版を示しつつ）こ

ういうふうに図を入れたわけだ。そうすると

例えば、これササクレヒトヨタケでしょう。

このヒトヨタケのね、胞子の大きさとかなん

か・・・それから特徴はね、傘の皮膜、これ

はどんな細胞かというと、バラバラになる細

胞なんだ。ほかのヒトヨタケはバラバラにな

らずにつながってるの。だから、その特徴を

ここに入れたわけですよ。そうすると分かり

やすいだろうと。 

 こういう検索表、見ただけでわかるわけだ。

例えば（ネナガザラミノヒトヨタケの図を指

しつつ）疣のある胞子ね、そして茎の表面の

粉末ね、これはこういう疣の付いた細胞でで

きているということだ。こういうやつと違う

わけだ。これが特徴なんだ。だから一目でわ

かるでしょ」 

 

僕の研究はこれで終わったような気がした 

 自分の作った資料すべてを千葉菌類談話会

に委ねたはずの青木であったが、検索図版の

ヒトヨタケ属の部分だけはコピーをとり、封

筒に入れてタンスの上に保管してあった。青

木にとってヒトヨタケは、やはりいちばん愛

着のある研究対象で、検索図版の一部だけで

も手元に置きたかったのだと思う。 

 青木は検索図版を最後に、きのこ研究をや 

 
酒の箱を利用した青木実図版原版の整理状況 

 

めた。 

 

「これを作ったときに、いつもならまた来

年も作ろうという気がするわけだ。検索表毎

年作ってるんだから。ところが図入りのもの

を作ったときに、なんだかおかしいな、なん

だか終わったような気がしてね、僕の研究は

これで終わったんじゃないかなと、何となく

そういう気がしたね。それで 70歳で何でやめ

たかというとね、そのほかにも理由あるけど

もさ、何だか終わったような気がしてね、心

が満足すればさ、これでやめてもいいんじゃ

ないかなと。それで 70歳くらいでやめたわけ。

ただ、そのときに団地の建て替えがあってね、

引っ越しだとか、雑用がいっぱいあったこと

も事実だけどさ。そのときに妻と離婚したの。

離婚の年でもあったわけ」      以上 

 

なお、この記事は「日本きのこ検索図版

（1997）」（日本きのこ同好会２、2006年発行）

から転載いたしました。また小見出しを付与す

るなど一部を加筆、修正しました。 


